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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、食事内容および身体症状を記録するスマホアプリおよびシステムを
開発し、アプリを用いて胃食道癌術後患者の食事内容および身体症状を記録するシステムの受容性・実行可能性
を検討し、本システムを用いて前向きコホート研究を行うことにより術後食事内容・習慣を描出するとともに身
体症状と関連する因子を同定することである。
本研究では、アプリおよびシステムのプロトタイプを完成させ、予定通りにパイロットスタディを終了した。シ
ステム全体のアップデートは想定通りにすすみ、2023年度は次のステップの前向きコホート研究を開始し現在に
至っている。現在の時点で10名強のリクルートが終わっており順調である。

研究成果の概要（英文）：In this study, the app and system prototypes were completed and the pilot 
study was completed as planned. The overall system update proceeded as expected, and the next step 
of the prospective cohort study was initiated in 2023 and is now underway. Recruitment is on track, 
with just over 10 individuals having been recruited as of now.

研究分野： 臨床疫学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究では、従来あまり注目が払われなかった胃がん、食道がんの術後の食事内容を評価することが目的であっ
た。従来のやり方は術後に栄養士が患者本人から聞き取り分析するものであったが、患者の記憶のみに頼るこの
方法は正確性を欠き有益なエビデンスは存在しなかった。
本研究ではスマホアプリによる情報と写真の入力でデータを収集することにより正確に情報を収集することが可
能になりこの分野の今後の主流的な方法となることが期待できる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
 
 消化器癌の生命予後は、手術の技術的進歩のみならず内視鏡治療、化学療法および放射線療
法の発展に伴い、年々改善している。このように生命予後の改善に伴い、キャンサーサバイバ
ーも増加していることから、術後の生活の質（QOL）をいかに維持するかが強く求められてい
る。 
 胃食道癌術後の急性期・亜急性期においては摂取できる食事量が激減し、さらに十分な消化

吸収ができず、大幅な体重減少・体力の低下を来す。術後の患者の栄養管理は非常に重要であ

り、そのため日々の食習慣および食事内容を正確に把握し医師・栄養士らによる個別の栄養指

導が必要と考えられる。しかし、胃食道癌術後の食事パターンや内容を扱った研究は検索した

範囲ではほぼ存在せず、一般的な栄養指導のみが行われているのが現状である。 

 従来これらの症状を評価するための消化器癌術後の患者に特化した妥当性のある術後症状や

QOL の評価尺度は存在しなかった。最近、本研究の研究協力者である福島県立医科大学本多

通孝特任教授は独自に胃食道癌術後の消化器症状および食事に関連する QOL の評価指標を開

発し（Honda et al:2014,2015）、これらの評価指標により胃食道癌術後に特化した食事に関連

する身体症状および QOL を定期的に評価することが可能となった。 

 近年スマートホンの普及により健康分野においても数多くのアプリケーション（スマホアプ

リ）が存在する。スマホアプリは対象へのアクセスが容易であるため病院での定点観察よりも

連続的な情報を入手することが可能であり、また電話や郵送による調査研究にくらべてコス

ト・精度の点で優れている。しかし、多くは商業ベースのものであり科学的根拠を欠くものが

ほとんであるのが現状である。また医学関係のアプリは糖尿病や高血圧などに限られており、

消化器癌術後の食事を対象とするものは存在しない。 

 

本研究の学術的な問いは、スマホアプリを用いることにより患者の食事とそれに関連する身体

症状をリアルタイムにトラッキングすることができるのではないか、という点である。スマホ

アプリおよびシステムを開発し臨床研究に用いることにより、従来は難しかったデータ収集を

より正確なものとし、質の高い科学的根拠を創出する。 
 
２．研究の目的 
 本研究は、胃癌・食道癌術後患者の食事内容およびそれに関連した身体症状を記録・収集す
るためのスマホアプリを開発・確立すること、このスマホアプリを用い胃食道癌術後の食事内
容と身体症状・QOL との関係を解明し、患者の術後の栄養指導のための科学的根拠を創出す
ることを目的とする。 
 胃癌や食道癌術後の患者は癌の切除に伴い本来の生理的な消化管の機能を失うことで様々な

後遺症が発生する。そのため術後の患者の栄養管理は非常に重要であるが、従来のアンケート

形式の調査では正確な情報を収集することが難しく胃食道癌術後の食事内容・習慣を扱った研

究はまだない。本研究により、スマホアプリにより写真および問診を行うことにより簡便に詳

細な情報を収集することが可能となり、独自性が高いと言える。モバイルデバイスを消化器病

の治療や術後患者のケアに利用することは今後普及すると思われるが、本研究はその先駆けと

なる。また正確なデータに基づき食事習慣・内容と術後の症状・QOL の関係を明らかにする

ことにより、より的確な栄養指導などの介入を行うことを計画しており、術後の成績向上のみ

ならず QOL の改善にも貢献すると言う点で創造性に富み、社会的ニーズの高い成果につなが

ると考える。 
 
３．研究の方法 



 
１：スマホアプリの開発・メンテナンス 
 本研究の為に専用に開発している右図のようなスマホアプリを用いて対象患者 

の日々の食事内容・パターンを質問項目・写真を用い収集する。胃食道癌術後 

患者を対象に各食事の概要（写真撮影を含む）および関連する身体症状を入力す 

る。データは自動的にサーバーに転送され、別ソフトを用いて管理栄養士による 

解析を入力する。結果はグラフ化ソフトにより医師・管理栄養士の指導に用いられる。本シス

テムは申請者と研究協力者の共同開発によりプロトタイプを開発中である。現在は研究者間の

テスト期間中であり並行して受容性・実現可能性検証のためのパイロットスタディのための準

備中である。 

 

２：アプリを用いたパイロットスタディ（2020 年 1 月〜2020 年 6 月） 

  総合南東北病院（福島県郡山市）において、 上記アプリを用いて胃癌手術後の患者を対象

にパイロットスタディを行う。研究期間は研究開始日より二週間とし、研究期間中の全ての食

事に対しスマホアプリを用いて身体症状および食事の概要について入力後、食事の写真を撮影

してもらう。研究開始日および二週間後に評価指標(Honda et al: 2014,2015)を用いた身体症状

の評価、およびアプリの操作や利便性について質的に聞き取り調査を行う。サンプルサイズは

20 例とする。既存研究がなく例数設計の根拠は示しにくいが、スマホアプリの操作性、食事

内容およびそれに関連した症状のトラッキングの実施可能性、受容性、調査項目の妥当性を評

価するには必要十分なサンプルサイズと判断した。 現在当該病院倫理委員会により承認を受

け現在開始に向け準備中である。 

 

３：前向きコホートの確立・観察研究（2020 年 7 月〜2022 年 6 月） 

 上記パイロットスタディの結果を元にスマホアプリの最適化・改変を行い、これを用いて胃

癌手術後の食事内容と栄養状態および消化器症状との因果関係を調査する為に前向きコホート

研究を実施する。パイロットスタディの結果でサンプル数の算出を予定しているが複数の調査

協力病院で手術を受けた患者を対象に 100 名程度を想定している。胃食道癌術後の食事内

容・習慣の傾向を描写する。加えて術後の体重変化、身体症状および QOL スコアなど、食事

と症状の関連性を多変量解析を用いて解析し、関連の強い因子を同定する。 

 
４．研究成果 
 本研究では当初の計画通り、アプリおよびシステムのプロトタイプを完成させ予定通りにパ
イロットスタディを終了した。この結果を踏まえシステム全体の大幅なアップデート行った。
2023 年度からは予定通り最終ステップの前向きコホート研究を開始し現在に至っている。現
在の時点で 10 名強のリクルートが終わっており順調である。 
 本研究においてパイロット研究の結果を英文論文として査読誌に掲載し、また一般的な 
医療用モバイルアプリの客観的評価スケールである Mobile App Rating Scale (MARS)およびそ
のユーザー版である uMARS の日本語版検証論文を二報、英文論文として査読誌に掲載した。 
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